
５年生の実行委員会が中心となって６年生を送る会を行いました(^-^)在校生の心のこも
った贈り物に６年生は照れたり笑ったりウルウルしたり…、楽しいひと時となりました～

１年生からメダル、３年生から似顔絵、５年生から色紙のプレゼントが～(^.^)２年生は合奏で、４年生は学校クイズで会場を

盛り上げました～(^.^)６年生もノリノリ～(^-^)最後に６年生からお礼の歌が…、手話付きの「ありがとうの花」でした～(^-^)

菅野教頭先生と渡邉先生が当時を振り
返り、そのときの経験談を子ども達にお
話しました。渡邉先生は当時小学校６年
生でした。会津に住んでいて、浪江町か
ら避難してきた方々のお話を聞くことが
できました。

来週の３月１３日(月)からマスク着用は個人の判断が基本となります。つまり、マスクをするかしないかは、み
なさん一人一人の考えでOK！ということになります。（裏面資料＜厚生労働省より＞をご覧ください）
しかし、文部科学省からは、学校でのマスク着用の考え方は、３月３１日までは今までどおりと示されています

ので、本日、次のように子ども達に指導しました。

テレビのニュースで聞いてるお友達もいるかな？来週の１３日(月)からは、マスクをするかしないかは自
由！みなさん一人一人の考えでOKとなります。
でも、学校生活では、3月31日までは今までどおり「外ではマスク無しでOK。校舎内ではお友達と近くで

会話をするときはマスクをする」となっています。登下校のときや校庭で運動したり遊んだりするときなど外
で活動するときはマスクの必要無し！でも、校舎内ではお隣さんに手が届くぐらい近いときや大声で会話す
るときはマスクをしましょう。感染から自分の身を守るため、また周りの人に感染を広げないためです。
もし、「ここではマスクしたほうがいいのかな？マスクを外してもいいのかな？」というふうに迷ったとき

は、担任の先生や近くにいた先生に相談してください。４月１日を迎えるまで、だんだんと自分で考え判断し
て行動できるようになっていくことが大切です。

また、マスクの着用の有無による差別や偏見、いじめが起きないように、次のような話もしました。

大事な約束があります。マスクをしているお友達に「どうしてマスクをしてるの」と言ったり、マスクをして
いないお友達に「どうしてマスクをしていないの」と言わないでください。マスクをしている、あるいは、マス
クをしていないという理由で、お友達を差別したりいじめたりすることは絶対にいけません。来週からは自分
の考えや思いでマスクをするお友達とマスクをしないお友達が、校内で一緒に生活することになります、。も
し、マスクをしている、あるいは、マスクをしていなくて、困ったことや嫌なことがあったら必ず先生に相談し
てください。

保護者のみなさま、マスク着用についてお困りごとやトラブルがございましたら、いつでも学校（担当：校長）
までご相談くださいますようお願いいたします。
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